細胞周期調節因子 Cyclin D2 mRNA の時空間的転写後調節は神経上皮細胞の分裂後運命を非対称に決定し、哺乳類の皮質形成に重要である by 恒川 雄二
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ぁり､独自に開発した電気穿孔法を用いた細胞周期同定法は参考論文(Labeling of neuroepithelial cells using
whole etnbryo culture And gene transfer tnethods to cbractcrize the cell cycle)としてすでにBionanotechnology
Based Futu,e Medical Engineering Proceedings of the Tohoku University2 I st Century Center of Exceuence Programme
という著書に掲載されている｡
以上のことから､本論文は晴乳類神経発生の分子メカニズムの一端を明らかにしたオリジナリティーの高い
ものであり,学位授与に十分値する○よって･本論文は博士(医学)の学位論文として合格と認めるo
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